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AGV 群を用いた大規模港湾搬送システム 
（太田准教授，東京工業大学 星野助教） 

近年の港湾物流におけるコンテナ貨物の取扱量は年々増加傾向にあり，それに伴い物流

の自動化に向けた様々な視点からの研究がなされている．本研究室では，Fig. 1 に示す港

湾自動化コンテナターミナルにおける AGV 搬送システムを題材に，システム内で稼動す

る荷役・搬送・蔵置機器に対して，それぞれが知能を有したロボット群であるとし，異質

群ロボットを用いた大規模搬送システムの実現に向けた研究を行っている． 

AGV 搬送システムの構築にあたっては，以下の 3 つの問題を統合的に考慮する必要があ

る．(I) AGV 搬送システムの最適設計，(II) レイアウト特性による性能評価，(III) AGV 搬

送システムの高効率運用法．(I) は AGV 搬送システムに投入するロボット台数やレイアウ

トを設計パラメータとし，各パラメータを短時間で最適に設計する問題のことで，本研究

室ではこれまでに待ち行列ネットワーク理論と Fig. 2 の示す港湾搬送シミュレータを相補

的に用いた最適設計方法論を提案してきた．(II) は，複数のシステムレイアウトが候補と

して挙がった際に考慮される問題で，これまでに垂直型および Fig. 1 の示す水平型の AGV

搬送システムの性能評価を行い，水平型 AGV 搬送システムの有効性を確認してきた．(III) 

は AGV 搬送システムの作業効率向上のために必要とされる問題であり，本研究ではこれ

までに搬送機器間の協調行動則の設計，コンテナの蔵置スケジューリング，およびコンテ

ナの搬送計画を行う方法論を提案してきた．また，提案した高効率運用法を適用した AGV

搬送システムは，従来法を用いた（運用を考慮しない）AGV 搬送システムに対し，設計コ

ストを大幅に減少させることを明らかにした． 
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Fig. 1  The Horizontal AGV Transportation System 

in Automated Container Terminal                        Fig. 2  The Modeled AGV 
                                                     Transportation System 

 


